
































を置き文字 との関係,ま たパ ピルスや紙 との
関係にも言及 し,書写材料として木簡から檜





代以前,平 安時代,鎌 倉時代,南 北朝時代,






を語 っている。 これ らは,流派により扇絵の
内容が少 し変わっていたり,扇骨の親骨の部




扇骨の加工 扇骨に適 した竹 は 「3年生の

































ち(両端打 ち)5.折 り返 し(舞扇のみ)
6.仮ぜき7.乾 燥8.中 差9.本 ぜ
き10.万 切り11.紐 かけ 折 り畳んだま
ま紐をかけ仕上げ屋の所へ運ばれる。仕上げ
工程1.先 金押 し2.う まをかける3.
地吹き4.中 附け5.先 っみ6.先 た
たき7.万 力掛け8.親 だめ9.せ め
紙 となり,どの部分を取っても大変な技術
の連続 と言えよう。
第4章では産業としてみた扇。扇座から扇
子団扇商工共同組合へという歴史の流れと四
国の丸亀との比較も為されている。また江戸
時代末期にはアメリカへの輸出 ・パ リ万国博
での評価で世界的に有名になるも,世界大戦
で減産へと傾 く。
扇のブランド性にも絡んでいて,京都の地
場産業としての提言もなされている。
最後は著者の研究されていた神戸芸術工科
大学の芸術工学との関係で材料の竹の特性比
較(マ ダケとモウソウチクの比較)が データ
として載 っていて,単 なる歴史書との違いを
感 じさせられた。
資料の少ないこの分野で,実工程をくまな
く見学 したり,古い資料を訪ね歩いたりして,
整え られた本書は扇の研究書として貴重なも
のと考えられる。
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